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　平成 22 年から 3 年計画で，フィールドワークとい
う体験を基底として，体験型の教育方法の獲得，それ
を実施するために必要な専門力の確認・再構築等を実
施できる教材園の整備を進めてきた．この 3 年間で，
学生の教育力向上のための学びの場・検証の場として
の機能を教材園にもたせた．しかし，支援システムの
整備については幾つかの課題も残されている．例えば，
実習者の実体験にもとづく教育力の検証と評価に関す
る支援のあり方と方法は今後も継続して検討を進める
必要がある．リフレッシャー教育システムという構造
化されたシステムの中で，教材園を横断的に活用し学
生の教育力をさらに向上させたいと考えている．教材
園でのさらなる実践経験の蓄積とその分析を行う予定
図10.　附属幼稚園 ビオトープ池 
図11.　附属中学校 温室
図12.　フレンドシップ授業 
（バタフライガーデン）
図13.　教材研究　（炭焼き） 
（環境教育コロキウム）
図14.　教員免許講習 
（青葉山キャンパス内フィールドワーク）
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青葉山キャンパスをフィールドとした リフレッシャー教育システムの整備
である．
　この教材園は，現在，本学学生向けには，環境教
育，理科教育，社会科教育，美術教育に関わる講義の
中で活用されている（一例としてフレンドシップ授業
（図 12））．また，青葉山キャンパスの教材園は，学校
園，一般市民にも公開しており，多くの学校園の園児・
児童・生徒が青葉山キャンパスを訪れている．需要度
の高いフィールドミュージアムとしての性格を帯びて
いる．さらに，公開講座や教員免許更新講習において，
現職教員を対象とした教材研究，授業モデルの作成等
にも役立てている（図 13，図 14）．
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